
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月１日発行 第 5 号 

    大田区立大森第一小学校 

    校 長  鈴 木  伸 作 

 

 

※行事予定は変更になることがあります 

 

 

 

日 

曜
日 

 放
課
後
遊
び 

1 金 始業式 避難訓練(地震)   4時間(全)  

2 土   

3 日   

4 月 
一校一取組週間 全校朝会 委員会活動(4代表･5･6) 

   発育測定(5･6) 給食始 
 

5 火    発育測定(1･2)  補習教室 校外学習(4) ○ 

6 水    

7 木  誕生会給食（8月） 補習教室  

8 金 安全指導 読書タイム プール納め 発育測定(3･4) ○ 

9 土   

10 日   

11 月 
全校朝会 運動会特別時間割始 クラブ活動  

夏休み作品展始  
 

12 火 なかよしタイム（朝） 漢字検定 補習教室   

13 水 
児童集会 誕生会給食（9月） 

伊豆高原移動教室保護者説明会（5） 
 

14 木 特別時程 4時間(全) 校内研究(4-3のみ５時間授業)  

15 金 

衛生・読書タイム 夏休み作品展終 

通常時程 5時間(1～4) 

運動会児童係打ち合わせ 5.6年は 6時間 

 

16 土   

17 日   

18 月 敬老の日  

19 火 音楽朝会 補習教室 教育実習始  

20 水 なかよしタイム   

21 木 
秋の全国安全運動（～30日） 補習教室  

運動会全体練習 
 

22 金 記名・読書タイム  

23 土 秋分の日  

24 日   

25 月 
全校朝会  通常時程 4時間(1)  5時間(2～4)   

運動会児童係打ち合わせ 5.6年は 6時間 
 

26 火 運動会全体練習 補習教室  

27 水   

28 木 運動会全体練習 補習教室  

29 金 
読書タイム 特別時程 5時間(1～4)  

運動会前日準備(5.6年は 6時間) 
 

30 土 運動会 貴菅神社例大祭  

                  

 

 

 

 

 

 

     

学校HPもご覧ください。  http://academic2.plala.or.jp/omr1-e/ 

―健康で安全な生活ができる子―おもいやりがあり仲よく助け合う子―自ら考え行動する子― 

 

生きていることは学ぶということ 

校長 鈴木伸作 

長い夏休みが終わり、２学期がスタートしました。 

夏季水泳指導も前半は猛暑とゲリラ豪雨の影響でほ

とんど中止でしたが、後半は少し暑さも和らぎ、水泳

指導の際には子どもたちも気持ちよさそうに泳いでい

ました。今年は夏のワクワクスクールも再開し、限ら

れた講座ではありましたが、子どもたちも楽しく参加

していました。 

全校登校日にはそれぞれの夏休みの過ごし方を子ど

もたちから聞きました。家族で出かけた。帰省でお泊

りをした。プールにたくさん行った。花火をした。な

どなど。その子ならではの夏休みを教えてくれました。 

私の小学生時代は、普段はそれほど活動的ではなか

った自分も、夏休みは冒険心がくすぐられ、友達と普

段遊んでいる遊び場ではない隣の町の遊び場に行った

り、自転車でまだ行ったことのない場所に行ってみた

り、近くの公園に夜、懐中電灯を持ってクワガタを探

してみたり、ザリガニ釣りにはまったりと何かドキド

キわくわくだったことを思い出します。 

今思えば、今までできなかったことができた、初め

て経験することができた、思いもよらないことを体験

したなど、できた、やれた、やってみたという心が喜

ぶようなうれしい思いを毎日の生活の中でしてきたな

あと思います。日々の遊びの中での経験が、今の自分

の原点となっているのを感じます。 

子どもは毎日の生活から様々なことを学び、次に生

かしています。生きることが学びです。大人が教える

以上に多くの情報を日頃の生活から得ています。子ど

もの自分で成長しよう、伸びようとする芽を大切に見

守りましょう。手を入れすぎても、手を離しすぎても

いけません。親という漢字は「木」の上に「立」って

「見」ると書きます。絶妙な見守り加減が大事なので

しょう。さあ、２学期が始まります。この２学期に子

どもたちが自分の力で成長できるよう、あたたかく見

守っていただければ幸いです。 

 

避難訓練について 

避難訓練担当 本多 希 

本校では柔軟な思考と行動を磨く訓練を積むこと

で、状況に応じて安全かつ敏速に行動する力を身に付

けることを目指して毎月の避難訓練を実施していま

す。「訓練は本番のように、本番は訓練のように」を合

言葉に、様々な場所や状況にあっても適切な安全行動

をとることで緊急時に自分の命を自分で守れるよう指

導しています。ご家庭でも災害の際の避難方法や連絡

方法など、ぜひ話し合ってみてください。 

   生活目標「すすんできまりを守ろう」 

   保健目標「病気やけがに気をつけましょう」 

   給食目標「ていねいに後かたづけをしよう」 

９
月
目
標 



３年生の教室から 

３年担任  岩本 瞬 鈴木 文菜 真家 陵 

６月 13日（火）に、自転車安全教室がありました。

大森警察の交通課の方が来てくださり、横断歩道の渡り

方や自転車の止まる場所、自転車を乗るときのルールに

ついて確認をしました。実際に自転車に乗って体験をす

ることができ、有意義な時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 ７月７日（金）に、３年生になって初めての校外学習

である社会科見学に行きました。「今まで学習した大田

区の土地の特徴を見付けること」や「安全に気を付け、

公の場で、協力して集団行動を行うこと」を意識して、

池上本門寺、京浜トラックターミナル、東京港野鳥公園、

大田市場に行きました。とても暑い中での見学でしたが、

担当の方やバスガイドさんの話を聞きながらメモを取

ることができました。東京港野鳥公園では、普段見るこ

とのできない野鳥や干潟を観察でき、子どもたちは目を

輝かせていました。教科書で学習したことを自分の目で

確かめるとともに、車窓から自分たちが住んでいる大森

地区と他の地域との違いも見付つけることができまし

た。学年全体での校外学習は初めてということもあり、

公共施設でのマナーを身に付けることも活動の目的で

した。道路の歩き方や館内の見学の仕方、挨拶など、見

学を重ねるにつれて、上達していきました。 

 

 

 

 

 

 

 総合的な学習の時間では、「地いきのことをくわしく

知ろう」という目標を掲げ、大田区について調べたこと

を、多くの人に広められるように学習をしています。1・

3組は海苔について、２組は貴舩神社についての調べ学

習を進めています。先日、1・3組は大森海苔のふるさと

館の館長さんから、２組は貴舩神社の宮司さんである萩

原俊紹様をお招きし、講話をしていただきました。当時、

海苔づくりをしていた人々の思いを学んだり、貴舩神社

の歴史に触れたりすることができ貴重な時間を過ごす

ことができました。今後も調べ学習は続くので、調べた

ことを基に発表の仕方や広め方を検討していく予定で

す。 

 

 

 

 

 

夏季水泳指導 

校内担当 塩崎 裕也 

今年の夏休みも、熱中症予防のため、中止の日が続き

ましたが、多くの子どもたちが夏季水泳に参加しました。

夏季水泳では、普段の授業よりも多くの教員で指導を行

います。そのため、より丁寧に指導することができまし

た。新しい動きができるようになった子どもたちも中に

は見られました。 

確かな泳力を身に付けるためには、水の中に入り、顔

をつけることや体を浮かせること、泳ぐことなど、実際

に体験していくことが必要になります。少ない実施回数

ではあったものの、子どもたちには、できる限り多くの

体験をさせていきたいと考えました。 

夏季水泳に参加することができた子どもたちも、参加

することができなかった子どもたちも、２学期の水泳指

導で、水泳の楽しさを感じながら、さらなる泳力の向上

を目指してほしいと思います。今後も、子どもたちが楽

しく、有意義に活動できるよう、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

夏休みワクワクチャレンジスクール 

校内担当 塩崎 裕也 

今年度から本格的に夏ワクの講座を開催することがで

きました。各講座を通して、学校の授業では体験できな

いような新たな学びがあり、成長した子どもの姿も見ら

れました。よい学びの機会になったと感じます。 

今年度も各学年から多くの申し込みがありました。残

念ながら、抽選から外れ、受講できなかった人もいます。

来年度以降も開催する予定ですので、今後も興味をもっ

た講座に申し込み、多くのことを学んでほしいと思いま

す。 

 
 
 
 
 

大田区小学生漢字検定のお知らせ 

校内担当 小林 由紀子 

大田区内全校で実施される大田区小学生漢字検定が、

本校では９月 12 日（火）に実施予定となっています。

過去の問題を練習してくるように夏休みの課題として出

されていたり、実施日までに宿題として出されていたり

と、検定に向けて練習を一生懸命に重ねているかと思い

ます。 

漢字検定に向けての練習では、「漢字を覚えて書く」だ

けではなく、改めて漢字の成り立ちや、その漢字を使っ

た熟語、四字熟語などにも目を向けて行い、家庭学習の

幅を広げるきっかけにしてほしいです。また、受けるか

らにはしっかりと合格を目標にして当日の検定に臨める

ように、日々の漢字練習に励むよう声をかけていきます。



 


